
新
任
医
師

紹
介

コスモス診療所
常勤医（内科）

村田 篤彦副所長

町立
診療所体制変更

新
体
制

ま
ち
の

１
立診療所の運営体制が、４月から変
わりました。方城診療所では内科の

平野晋資医師が退職。コスモス診療所で
は新たに村田医師を迎え入れ、新体制が
スタートしました。診療日や担当医が変更
になりますが、身近な医療機関として変わ
らないサービス提供に努めていきます。

ま
ち
を
動
か
す

人
の
動
き

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
時
代
の
到

来
。
社
会
全
体
の
大
き
な
問
題

は
、
福
智
町
で
も
同
じ
で
す
。
合
併
当

初
の
町
の
人
口
は
約
２
万
６
千
３
百
人
。

今
日
ま
で
の
12
年
で
、
約
３
千
５
百
人

の
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
高
齢
者
人
口（
65
歳
以
上
）の
割
合

は
約
34
％
と
、
国
内
全
体
の
約
28
％
と

比
べ
て
も
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
社
会
は
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
町
で
も
情
報
の
電

子
化
や
窓
口
業
務
の
自
動
化
な
ど
、
よ

り
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
や
制

度
を
運
営
し
、
町
を
動
か
す
の
は
携
わ
る

「
人
」の
力
。
元
号
も
変
わ
り
、
一
層
新
た

な
気
持
ち
で
臨
む
今
年
度
、
町
を
支
え

る
４
つ
の
新
体
制
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

診療体制の変更、農業委
員の選任、学校・行政の人
事異動。この春、町では多
くの人の動きがありました。

ま
ち
の

新
体
制

町

人方城

COSMOS CLINIC

HOJO CLINIC

2019

方城診療所

コスモス診療所

浅野 茂利所長

小川 雅克所長

これまで内科医として県内の病院で勤
務してきました。福智町は初めてですが、
豊かな自然と人の温かみを感じています。
気軽に訪れてなんでも相談していただけ
る、身近な存在でありたいと思います。

弁城2239番地10

赤池970番地1

0947ｰ22ｰ0242

0947ｰ28ｰ2083

内科、整形外科

内科、小児科

小児科と内科を設置し、旧町時代から地
域医療を支えるコスモス診療所。新たに
村田医師を迎え入れ、常勤医２人で診療
を行います。隔週で休診となる曜日があ
りますので、ご不明な場合はホームペー
ジまたはお電話でお問い合わせください。

整形外科と内科を設置し、高齢者医療も
充実する方城診療所。平野医師の退職に
伴い、内科は外部の医師5人が交代で
対応します。整形外科は引き続き浅野所
長が担当しますが、両科とも休診日が変
更となりますのでご注意ください。

Address

Address

Tell

Tell

Medical Department

Medical Department

整形外科外来

内科外来

内科外来

小児科外来

※水曜日は３人の医師が交代で診察。
　第１週　　 良永 医師
　第2・4週　西嶌 医師
　第3・5週　松尾 医師

※木・土曜の内科、水・土曜の小児科は
　隔週で診察。月ごとに異なりますので、
　詳しくはお問い合わせください。

月 火 水 木 金 土 日
午   前

8：30～11：30
阿南 金

キム

※ 金
キム

阿南

午   後
13：30～16：30

阿南 金
キム

※ 金
キム

阿南

月 火 水 木 金 土 日
午   前

8：30～11：30
浅野 浅野 浅野 浅野 浅野

午   後
13：30～16：30

浅野 浅野 浅野 浅野

月 火 水 木 金 土 日
午   前

8：30～11：30
村田 村田 村田 村田 村田 村田

午   後
13：30～16：30

村田 村田 村田 村田

月 火 水 木 金 土 日
午   前

8：30～11：30
小川 小川 小川 小川 小川 小川

午   後
13：30～16：30

小川 小川 小川 小川

コスモス

診
療
所

診
療
所

※ ※

※※

曜日

曜日

曜日

曜日

受付時間

受付時間

受付時間

受付時間

は休診日

は休診日

は休診日

は休診日

※は隔週で休診

※は医師が交代で診察
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新
体
制

ま
ち
の

２←４月１日の交付式で辻村教育長が辞令を手渡し。

新着教員紹介
「未来を築く基盤は教育」。辞令交付式で辻村哲弥教育長から
の激励とともに辞令を受けとり、町内８校に赴任した先生たち。
期待を胸に子どもたちを迎え入れる31人をご紹介します。

特 

集
人の動き
まち の 新 体 制 2019

[　]内は前任地等／町内異動除く

熊谷 博幸 委員
[ 農業委員 ]

武末 達陽 委員
[ 農業委員 ]

今永 明徳 委員
[ 農業委員 ]

武末 孝信 委員
[ 推進委員 ]

小松  開 委員
[ 推進委員 ]

上野地区 ［農業委員３人 推進委員２人］

山口 忠秋 会長
[ 農業委員 ]

倉石 秀美 委員
[ 農業委員 ]

朝部 英喜 委員
[ 推進委員 ]

松井 清司 委員
[ 推進委員 ]

伊方地区 ［農業委員3人 推進委員２人］

日髙 一雄 副会長
[ 農業委員 ]

中村 博樹 委員
[ 農業委員 ]

木村 幸治 委員
[ 推進委員 ]

赤池・市場地区 ［農業委員２人 推進委員１人］

宇野 貞子 委員
[ 農業委員 ]

金田地区 ［農業委員２人 推進委員１人］

髙津 隆晴 委員
[ 農業委員 ]

吉田 義廣 委員
[ 農業委員 ]

浦田 光國 委員
[ 推進委員 ]

秋野 孝行 委員
[ 農業委員 ]

稲冨 廣隆 委員
[ 農業委員 ]

原田 幸美 委員
[ 推進委員 ]

弁城地区 ［農業委員２人 推進委員１人］

竹宗 進造 委員
[ 農業委員 ]

田村 英俊 委員
[ 農業委員 ]

田中 敏明 委員
[ 推進委員 ]

永末  元 委員
[ 推進委員 ]

神崎地区 ［農業委員２人 推進委員2人］

●農業委員

●農地利用最適化推進委員

農地の権利移動や転用の許可、農業委員会の意思決定
権を持つ特別職の地方公務員。農地を利用する施策に
対し、関係行政機関への意見の決定を主に担います。

担い手への農地の集積や遊休農地の発生防止・解消や新
規参入など主に現場活動を行う委員。決定権はありませ
んが、農業委員会内で意見を述べることもできます。

春永 功次郎 校長
[ 赤池中 ]

平松  怜 先生
[ 新規採用 ]

森 孝太郎 先生
[ 池尻中 ]

山尾 千奈津 先生
[ 新規採用 ]

芳野 友希 先生
[ 新規採用 ]

向山 雅代 先生
[ 町講師 ]

星出 さやか 先生
[ 新規採用 ]

鈴木 加代子 先生
[ 新規採用 ]

塚田 風子 先生
[ 川﨑東小 ]

長野 朝一 先生
[ 香春小 ]

堀川 純規 先生
[ 新規採用 ]

津田 明 校長
[ 赤小 ]

山口 優汰 先生
[ 町講師 ]

川上 知徳子 先生
[ 新規採用 ]

小林 いずみ 先生
[ 川崎東小 ]

高橋 明子 先生
[ 採銅所小 ]

西本  直 先生
[ 採銅所小 ]

平井 武道 先生
[ 新規採用 ]

藤島 政輝 先生
[ 新規採用 ]

中瀬 博之 教頭
[ 大任中 ]

石松 由里恵 先生
[ 新規採用 ]

林  修平 先生
[ 県行政 ]

満生 愛乃 先生
[ 赤小分校 ]

齊藤 ますみ 先生
[ 町講師 ]

伊方小学校

村中 建範 先生
[ 新規採用 ]

玉井 由紀子 先生
[ 町講師 ]

安部 博智 校長
[ 赤中 ]

稲田  浩 先生
[ 添田中 ]

樋口 真由美 先生
[ 川崎中 ]

荒尾 和幸 教頭
[ 金田中 ]

桑野 信之 先生
[ 鷹峰中 ]

金田中学校

赤池中学校市場小学校

方城中学校

市場小学校

弁城小学校伊方小学校

上野小学校

金田小学校

金田中学校

伊方
小学校

児童総数：292人

児童総数：79 人 児童総数：194人

児童総数：419人

児童総数：216人

児童総数：367人

児童総数：73人 児童総数：231人

学校長：益田 茂

学校長：津田 明 学校長：安部 博智

学校長：石堂 昌彦

学校長：春永 功次郎

学校長：藤田 昭介

学校長：森　隆子 学校長：村上 きぬよ

弁城
小学校

金田
小学校

金田
中学校

市場
小学校

上野
小学校

赤池
中学校

方城
中学校

農業委員紹介農地利用最適化推進委員
農業委員紹介農地利用最適化推進委員

町の基幹産業である農業を支える、２つの委員の顔ぶれが決まりま
した。３年間の任期で、担い手の高齢化や農地の有効利用など多く
の課題解決に連携して取り組む23人を地区別にご紹介します。

町の基幹産業である農業を支える、２つの委員の顔ぶれが決まりま
した。３年間の任期で、担い手の高齢化や農地の有効利用など多く
の課題解決に連携して取り組む23人を地区別にご紹介します。

町の基幹産業である農業を支える、２つの委員の顔ぶれが決まりま
した。３年間の任期で、担い手の高齢化や農地の有効利用など多く
の課題解決に連携して取り組む23人を地区別にご紹介します。

新
体
制

ま
ち
の

３



特 

集
人の動き
ま ち の 新 体 制 2019

職員人事異動

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
受

け
、
職
員
数
の
削
減
に
努
め

る
中
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
指
し
て
4
月
1

日
に
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。
よ
り
個
々
の
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
今
、
8
人
の

新
戦
力
を
加
え
、
新
た
な

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

Prom
oted

Retirem
ent

Personnel changes

Nature change

Social change

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
長 

長
野 

士
郎 （
同
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長
）

税
務
課
長 

森
野 

道
正 （
住
民
課
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
）

福
祉
課
長 

松
田 

有
紀 （
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）

保
健
課
長 

木
村 

貴
代
美 （
同
課
長
補
佐
）

コ
ス
モ
ス
診
療
所
兼
方
城
診
療
所
事
務
長 

鴛
海 

亨
介 （
同
課
長
補
佐
兼
係
長
）

赤
池
支
所
長
兼
方
城
支
所
長 

小
松 

卓
美 

（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
）

総
務
課 

消
防
防
災
係
長 

松
村 

俊
明 （
生
涯
学
習
課 

主
査
）

税
務
課 

賦
課
係
長 

永
沼 

朱
実 （
税
務
課 

主
査
）

住
民
課 

保
険
係
長 

大
西 

理
理
華 （
住
民
課 

主
査
）

保
健
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長 

田
吹 

奈
緒
子 （
総
務
課 

主
査
）

農
政
課 

農
業
土
木
係
長 

山
本 

恵
介 （
農
政
課 

主
査
）

住
宅
課 

住
宅
係
長 

小
野 

努 （
住
宅
課 

主
査
）

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係
長 

仲
村 

浩
美 （
生
涯
学
習
課 

主
査
）

議
会
事
務
局
長 

田
中 

朋
之 （
生
涯
学
習
課 

主
査
で
再
任
用
）

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長 

池
田 
眞
里
子 （
保
健
課 

主
査
で
再
任
用
）

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
長 

中
村 
幸
二 （
生
涯
学
習
課 

主
査
で
再
任
用
）

税
務
課
長 

田
村 

多
美
恵

住
民
課
長 

大
井 

浩

下
田
川
清
掃
施
設
組
合
派
遣（
課
長
） 

木
月 

政
美 （
同
組
合
派
遣
主
査
で
再
任
用
）

人
権
・
同
和
対
策
課 

人
権
・
同
和
対
策
係
長 

田
中 

政
文 （
税
務
課 

主
査
で
再
任
用
）

福
祉
課 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長 

伊
藤 

俊
之 

学
校
教
育
課 

調
理
員 

藤
原 

由
美 （
学
校
教
育
課 

主
査
で
再
任
用
）

新
体
制

ま
ち
の

議
会
事
務
局
長 

守
田 

裕
一
郎 （
コ
ス
モ
ス
診
療
所
兼
方
城
診
療
所
事
務
長
）

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長 

相
原 

明 （
福
祉
課
長
）

住
民
課
長 

森
野 

秋
人 （
税
務
課
長
）

下
田
川
清
掃
施
設
組
合
派
遣（
課
長
） 

安
永 

義
明 （
赤
池
支
所
長
兼
方
城
支
所
長
）

総
務
課
電
算
係
長 

本
田 

考
代 （
同
課 

秘
書
係
長
）

財
政
課
指
導
調
整
・
管
財
係
長 

原
田 

秀
和 （
同
課 

指
導
調
整
係
長
）

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
係
長 

前
川 

司 （
同
課 

地
域
振
興
係
長
）

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課 

地
域
振
興
係
長 

並
川 

昌
太
郎 （
生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
係
長
）

住
民
課 

環
境
衛
生
係
長 

仲
村 

誉
将 （
生
涯
学
習
課 

人
権
・
同
和
教
育
係
長
）

人
権
・
同
和
対
策
課 

人
権
・
同
和
対
策
係
長 

吉
田 

健
志 （
住
宅
課 

住
宅
係
長
）

福
祉
課 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
係
長 

永
田 

裕
次
郎 （
広
域
連
合
派
遣
）

福
祉
課
福
祉
係
長 

坂
田 

早
苗 （
方
城
支
所 

地
域
住
民
係
長
）

建
設
課
維
持
係
長 

若
林 

友
克 （
総
務
課 

消
防
防
災
係
長
）

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係
長 

濱
田 

尚
子 （
住
民
課
保
険
係
長
）

学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長 

竹
宗 

慶 （
建
設
課 

維
持
係
長
）

生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
係
長 

小
柳 

直
樹 （
財
政
課 

管
財
係
長
）

生
涯
学
習
課 

人
権
・
同
和
教
育
係
長 

野
村 

和
貴 （
同
課 

社
会
教
育
係
長
）

方
城
支
所 

地
域
住
民
係
長 

園
田 

英
樹 （
学
校
教
育
課 

給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
）

総
務
課 

主
事 

和
田
　
栞 （
福
祉
課
）

住
民
課 

主
事 

稲
垣
優
衣 （
総
務
課
）

福
祉
課 

主
任
主
事 

久
原
拓
也 （
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
）

福
祉
課 

主
事 

浦
田
美
優 （
住
民
課
）

福
祉
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退
職

異
動

昇
格

地元の学校を卒業してすぐに入
庁しました。仕事を早く覚え、
気軽に相談してもらえる関係
を築いていきたいです。

大学や前職で、長く福祉に関
わってきました。懇切丁寧な対
応で、一人ひとりとの関
わりを大切にしたいです。

コツコツと地道に取り組む姿勢
が持ち味だと思っています。日々
の経験や努力を積み重ね、信頼
される職員を目指します。

覚えることも多いですが、公
民館講座などを通して町民
のみなさんとともに学び、成
長していきたいと思います。

「誠実・丁寧なサービスの提供」
をモットーに、住民の皆さん
が笑顔で手続きを終えられる
ような対応を心がけます。

福智町職員の温かく手厚い対応
が入庁のきっかけです。思いやり
と笑顔を忘れず、住民の心に寄り
添った仕事がしたいです。

学校職員として、子どもたちが進
学や就職で町を離れてもまた戻っ
てきたくなる、その思い出づくり
をサポートできればと思います。

大阪府で10年行政職員を勤めてい
ました。今までの経験を生かしつ
つ、向上心を忘れずに何事にも
積極的に取り組みたいです。

課長

課長

係長

係長

係

４←昇格・派遣・新規採用職員に黒土町長職務代理者が辞令を交付。（行政機構図順で掲載）

新規採用
職員
紹介

総務課
庶務係

生涯学習課
公民館係

住民課
住民係

生涯学習課
社会教育係

学校教育課
金田中（用務）

福祉課
福祉係

保健課
包括支援センター係

税務課
収納対策係

小林 麻鈴紫 千大藤野 さおり森 由依 太田 宜孝 矢津田 典子

入江 敦美松島 惇仁

「自然増減」と「社会増減」

口の推移には、２つの指標
があります。出生数と死亡

数の差が表すのが「自然増減」、転
入と転出の差が表すのが「社会増
減」です。人口減少に歯止めをかけ
るには、この２つに対して同時に対
策を進めていく必要があります。

　少子高齢化の影響で福智町の人
口は減少傾向にある中、社会増減
が昨年初めて増加に転じました。こ
れは新築住宅への助成事業などの
定住政策の実施、「福智スイーツ大
茶会」の開催や特産品開発をはじめ
とするＰＲや地域ブランド化などの
取り組みが一定の効果をあげ、人
口の流出を食い止めることができて
いると言えます。一人ひとり
がより住みやすいまちを目指

し、これからも新しい
体制で進み続けます。

人
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